
 
 

 

                                                                          

 

 【教育指針】礼・学・体 

【校訓】かしこく 強く 美しく 

【教育目標】いつまでも続く未来を創るために、自ら考動する子どもの育成 

【学校経営スローガン】「子ども一人一人が輝き、笑顔があふれ、毎日来たくなる学校」 
 

＜４月の主な行事予定＞ 

「仲間と一致団結！思い出に残る運動会！」 
    笑顔があふれ、元気いっぱい、一生懸命な姿に感動しました！ 

５月 24 日（土）に予定していた運動会は、あいにくの雨のため２５日（日）に延期をさせてもらいました。

日程変更となり、ご迷惑をおかけしました。５月に入ってから、８日に結団式を行い、各学年の子どもたち

が運動会へ向けて練習に取り組んできました。赤団団長永松莉奈さん、白団団長神田南音さんがリーダ

ーシップを発揮し、毎日応援団の練習にも取り組んで、日に日に気合が入り、気持ちの高まりが見られま

した。毎朝、教室から「ゴーゴーゴー」の歌声が響き、がんばろうという気持ちがとっても伝わってきまし

た。応援合戦では、赤も白も子どもたちが声を張り上げて歌う姿は、まさに「一致団結」。小学校に入学し

て初めての運動会だった１年生。かけっこで走る姿、チェッコリ玉入れで踊って玉入れする姿はかわいら

しく、見ている側も笑顔になります。まさかの赤白同じ数の玉入れでした。２年生は、毎年國光様からご伝

授いただき、伝統となった「麻生田音頭」とダンスの踊る元気な姿に感心しました。３年生は、体も大きく

なり、かけっこで走る姿、綱引きで団結する姿は頼もしく感じました。４年生の細かいところまで見事にそ

ろったダンスは圧巻でした。５年生は、高学年らしく、ハリケーン（台風の目）でのチームプレーも見応えが

ありました。そして、小学校最後の運動会となった６年生。たくさん練習してきた成果を発揮し、観覧席か

ら感嘆の声があがるほど、美しくそろった旗の演技、ダンスは見事でした。２年生のころから見てきた６年

生の子どもたちの大 

 

 

６月は「いじめ根絶強化月間」 
いじめを許さない学級、学年、学校にする 
６月３日（火）全校朝会の人権講話で以下のよう

な話をします。「人権」とは、すべての人が生まれ

ながらに持っている権利。子どもには４つの権利が

あります。①生きる権利②育つ権利③守られる権利

④参加する権利 昨年度（R6）の「心のアンケー

ト」では、「いじめられたことがある」と回答した

人が４３人いました。R5と比べると９人減っていま

すが、全校児童４２０人のうち、４３人もの人たち

が「いじめられたことがある」と答えているのは深

刻だと思います。０人であるべきです。いじめられ

たと答えている人がいるということは、「いじめた

人がいる」ということです。「いじめ防止対策推進

法」の第４条（いじめの禁止）「児童等はいじめを

行ってはならない」とあります。いじめは法律違反

です。いじめは人の心を深く傷つけ、命も奪ってし

まいます。絶対いじめを許さない！という強い気持

ちをもってほしいと願います。  
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生の大きく成長した姿に胸が熱くなりました。最

後の団対抗代表リレーは、1 年生から６年生まで

子どもたちのバトンがつながっていき、一生懸命

走る姿に大盛り上がりでした。 

子どもたちの成長は本当にすごいです。立派

になった姿は、まさに感動。思い出に残る運動会

となりました。ご来賓の皆様、保護者の皆様、地

域の皆様、ご声援誠にありがとうございました。

後片付けにもたくさんの保護者の方にご協力い

ただき、大変助かりました。感謝申し上げます。 

  


